
(57)【要約】

本発明は、車両での使用のために設計される部品、特に

、サンバイザーに関し、前記部品は構造部分（３）とカ

バー部分（１）とを有し、カバー部分（１）は取外し可

能な連結により構造部分（３）に連結される。さらに、

本発明によると、連結部を作るために、カバー要素（１

）は、カバー要素（１）の少なくとも一方の主延長方向

（２５０）に対して接線方向（２５）で構造部分（３）

に関して連結移動（２６）を行う。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 で の 使 用 の た め に 設 計 さ れ る 部 品 （ ２ ） 、 特 に 、 サ ン バ イ ザ ー （ ２ ） に お い て 、 前
記 部 品 （ ２ ） は 構 造 部 分 （ ３ ） と カ バ ー 要 素 （ １ ） と か ら 成 り 、 カ バ ー 要 素 （ １ ） は 取 外
し 可 能 な 連 結 に よ り 構 造 部 分 （ ３ ） に 連 結 さ れ 、 構 造 部 分 （ ３ ） に 関 す る カ バ ー 要 素 （ １
） の 連 結 運 動 （ ２ ６ ） は 、 カ バ ー 要 素 （ １ ） の 少 な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 （ ２ ５ ） に 対
し て 実 質 的 に 接 線 方 向 （ ２ ５ ） で 、 連 結 を 生 じ る た め に 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記
部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 カ バ ー 要 素 （ １ ） は 実 質 的 に 平 面 （ ２ ４ ０ ） 内 で 少 な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 （ ２ ５ ０
） を 有 し 、 連 結 運 動 （ ２ ６ ） は 実 質 的 に 平 面 （ ２ ４ ０ ） 内 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 カ バ ー 要 素 （ １ ） は 実 質 的 に 円 筒 形 周 面 内 で 少 な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 （ ２ ５ ０ ） を
有 し 、 連 結 運 動 （ ２ ６ ） は 実 質 的 に 円 筒 形 周 面 内 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 構 造 部 分 （ ３ ） ま た は カ バ ー 要 素 （ １ ） の 少 な く と も １ つ の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 （ １ ６ 、
１ ７ 、 １ ８ ） は 、 平 面 （ ２ ４ ０ ） 内 ま た は 円 筒 形 周 面 内 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 前
記 請 求 項 の 内 の １ 項 に 記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 カ バ ー 要 素 （ １ ） を 構 造 部 分 （ ３ ） に 関 し 、 少 な く と も 平 面 （ ２ ４ ０ ） ま た は 円 筒 形 周
面 に 対 し て 垂 直 な 運 動 に 関 し て ロ ッ ク す る た め に 、 少 な く と も １ つ の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 （
１ ６ 、 １ ７ 、 １ ８ ） は 少 な く と も １ つ の 第 ２ ス ラ イ ド 要 素 （ １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ ） と 協 働 す
る
こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の 内 の １ 項 に 記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 カ バ ー 要 素 （ １ ） を 構 造 部 分 （ ３ ） に 関 し 、 平 面 （ ２ ４ ０ ） 内 ま た は 円 筒 形 周 面 内 で の
運 動 に 関 し て ロ ッ ク す る た め に 、 ス ナ ッ プ イ ン 連 結 部 （ ２ ２ 、 ２ ３ ） が 、 バ ー 要 素 （ １ ）
と 構 造 部 分 （ ３ ） と の 間 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の 内 の １ 項 に 記 載 の 構
成 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ス ナ ッ プ イ ン 連 結 部 （ ２ ２ 、 ２ ３ ） は 可 逆 的 に 取 外 し で き る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求
項 の 内 の １ 項 に 記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス ナ ッ プ イ ン 連 結 部 （ ２ ２ 、 ２ ３ ） は 不 可 逆 的 に だ け 取 外 し で き る こ と を 特 徴 と す る 前
記 請 求 項 の 内 の １ 項 に 記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 カ バ ー 要 素 （ １ ） は フ レ ー ム 形 状 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の 内 の １ 項
に 記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 部 品 （ ２ ） は ミ ラ ー （ １ ０ ） 付 の サ ン バ イ ザ ー （ ２ ） で あ り 、 カ バ ー 要 素 （ １ ） は 、 少
な く と も ミ ラ ー （ １ ０ ） の 縁 領 域 を カ バ ー す る た め に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請
求 項 の 内 の １ 項 に 記 載 の 部 品 （ ２ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 少 な く と も １ つ の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 （ １ ６ 、 １ ７ 、 １ ８ ） と 少 な く と も １ つ の 第 ２ ス ラ
イ ド 要 素 （ １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ ） は 、 少 な く と も 部 分 的 に 接 触 す る よ う に 、 第 １ ス テ ッ プ に
お い て 、 カ バ ー 要 素 （ １ ） と 構 造 部 分 （ ３ ） が 相 互 に 関 し て 配 置 さ れ 、 第 ２ ス テ ッ プ で は
、 構 造 部 分 （ ３ ） に 関 す る カ バ ー 要 素 （ １ ） の 連 結 運 動 （ ２ ６ ） は 、 カ バ ー 要 素 （ １ ） の
少 な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 （ ２ ５ ０ ） に 対 し て 実 質 的 に 接 線 方 向 で 行 わ れ る こ と を 特 徴
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と す る 、 特 に 、 前 記 請 求 項 の 内 の １ 項 に 記 載 の 部 品 （ ２ ） を 製 造 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 に 使 用 す る た め に 設 計 さ れ る 部 品 、 特 に 、 サ ン バ イ ザ ー に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 に 、 車 両 の 内 部 で 使 用 さ れ る そ の よ う な 部 品 は 周 知 で あ る 。 一 方 で は 、 そ の よ う な 部
品 は 軽 量 で 費 用 対 効 果 の あ る も の で な け れ ば な ら な い 。 他 方 で は 、 そ れ ら の 組 立 体 は 費 用
対 効 果 の あ る も の で な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 そ れ ら が 、 時 々 、 温 度 条 件 や 発 振 条 件 お よ び
／ ま た は 振 動 条 件 に 関 す る 極 端 な 状 況 を 受 け る 間 で 長 期 の 寿 命 を 持 つ も の で な け れ ば な ら
な い 。 さ ら に 、 そ れ ら の 有 効 寿 命 の 終 了 に お い て 、 そ の よ う な 部 品 は 、 ま た 、 材 料 の 有 効
利 用 （ リ サ イ ク ル ） の た め に 容 易 に 、 と り わ け 、 完 全 に 手 に 入 れ る こ と が で き る も の で な
け れ ば な ら な い 。 最 後 に 、 そ の よ う な 部 品 は 、 特 に 、 そ れ ら が 、 度 々 、 車 両 の 利 用 者 の 通
常 の 視 野 に 入 る 時 に 美 的 で 魅 力 的 に 設 計 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 周 知 な 部 品 に よ る と 、 部 品 の 構 造 要 素 に 対 す る 個 々 の 部 分 の 外 部 固 着 の た め に 、 い わ ゆ
る ス ナ ッ プ イ ン 結 合 部 ― ま た は 、 ク リ ッ プ 結 合 部 を 使 用 す る こ と は 普 通 で あ る 。 そ の よ う
な ス ナ ッ プ イ ン 結 合 部 は 、 一 般 的 に 部 品 の 対 応 す る 窪 み 内 で 挿 入 要 素 と 係 合 し 、 挿 入 要 素
も 、 部 品 自 体 が 最 初 に 偏 倚 さ れ 、 そ れ か ら 、 連 結 中 に 、 窪 み の 領 域 内 で ス ナ ッ プ イ ン さ れ
る 。 こ こ で は 、 挿 入 運 動 は 、 一 般 的 に カ バ ー さ れ る 部 品 の 表 面 お よ び ／ ま た は 面 に 対 し て
実 質 的 に 垂 直 に 配 列 さ れ る （ 挿 入 要 素 と 窪 み も 同 様 で あ る 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 安 定 し た 保 持 を 確 保 す る た め に 、 一 般 的 に 複 数 の そ の よ う な 挿 入 要 素 が 存 在 し 、 複 数 の
挿 入 要 素 が 最 後 に ス ナ ッ プ イ ン で き る 前 に 、 組 立 て 中 に 複 数 の 挿 入 要 素 が 常 に 最 初 に 、 そ
れ ら の 対 応 す る 窪 み 内 で 整 列 さ れ な く て は な ら な い と う い う 結 果 と な る 。 こ れ ら の ２ つ の
ス テ ッ プ は 、 同 じ 方 向 で の 運 動 （ す な わ ち 、 窪 み 内 へ の 挿 入 要 素 の 挿 入 ） で あ る の で 、 ２
つ の ス テ ッ プ は 組 合 せ が で き 、 そ れ で 、 例 え ば 、 複 数 の 挿 入 要 素 の １ つ が 既 に ス ナ ッ プ イ
ン さ れ 、 一 方 、 別 の 挿 入 要 素 は 、 さ ら に 整 列 さ れ ね ば な ら ず 、 こ の こ と は 、 し か し な が ら
、 一 方 の 挿 入 要 素 が 既 に ス ナ ッ プ イ ン さ れ て い る の で 最 早 、 不 可 能 で あ る こ と が あ る 。 そ
れ 故 、 従 来 の 周 知 な 部 品 で は 、 組 立 て が 困 難 で あ り 、 自 動 化 が 困 難 で あ り 、 さ ら に 、 例 え
ば 、 不 良 品 率 が 高 い の で 費 用 が か か る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ れ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 技 術 の 欠 点 を 回 避 す る 車 両 で 使 用 す る た め に 設 計 さ れ る
部 品 、 特 に 、 サ ン バ イ ザ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 は 、 本 発 明 に よ る と 車 両 で 使 用 さ れ る た め に 設 計 さ れ る 部 品 、 特 に 、 サ ン バ イ
ザ ー に よ り 達 成 さ れ 、 部 品 は 構 造 部 分 と カ バ ー 要 素 と か ら 成 り 、 カ バ ー 要 素 は 取 り 外 し 可
能 な 連 結 部 に よ り 構 造 部 分 に 連 結 さ れ 、 構 造 部 分 に 関 す る カ バ ー 要 素 の 連 結 運 動 は 、 カ バ
ー 要 素 の 少 な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 に 対 し て 実 質 的 に 接 線 方 向 で 連 結 を 生 じ る た め に 提
供 さ れ る 。 結 果 と し て 、 部 品 の 組 み 立 て 中 に 、 カ バ ー 要 素 を 最 初 に 構 造 部 分 に 関 し て 明 確
に 配 置 で き る こ と が 容 易 と な り 、 相 対 運 動 に よ り 、 第 一 方 向 に 配 置 で き 、 続 い て 、 連 結 を
生 じ 、 カ バ ー 要 素 を 別 の 方 向 、 す な わ ち 、 主 延 長 方 向 に 対 し て 実 質 的 に 接 線 的 に 運 動 で き
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 カ バ ー 要 素 は 実 質 的 に 平 面 お よ び ／ ま た は 実 質 的 に 円 筒 形 周 面 上 に 少
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な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 を 有 し 、 連 結 運 動 は 実 質 的 に 平 面 お よ び ／ ま た は 実 質 的 に 円 筒
形 周 面 で 行 わ れ る の が 望 ま し い 。 一 般 的 に 、 カ バ ー 要 素 は 、 例 え ば 、 部 品 内 ま た は 部 品 上
で 対 向 し て 配 置 さ れ る 他 方 の 要 素 の 縁 を カ バ ー す る た め に 使 用 さ れ 、 部 品 が 完 全 に 組 立 て
ら れ る と 、 カ バ ー 要 素 は 残 り の 部 品 と の 特 別 な 延 長 の 予 定 の 接 合 面 を 有 す る 。 こ の 予 定 の
接 合 面 は 実 質 的 に 平 坦 に で き 、 カ バ ー 要 素 の 少 な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 は 、 実 質 的 に 一
方 の 平 面 に 延 び る 。 他 方 、 こ の 予 定 の 接 合 面 は １ つ ま た は ２ つ の 空 間 方 向 で 湾 曲 に で き る
。 一 方 の 空 間 方 向 で の 湾 曲 に よ り 、 予 定 の 接 合 面 は 円 筒 形 周 面 に 対 応 す る 。 ２ つ の 空 間 方
向 で の 湾 曲 に よ り 、 予 定 の 接 合 面 は 球 形 シ ェ ル に 対 応 す る 。 こ れ ら の 各 場 合 に は 、 本 発 明
に よ る と 、 カ バ ー 要 素 を 残 り の 部 品 に 関 し て 、 特 に 、 予 定 の 接 合 面 内 、 す な わ ち 、 例 え ば
、 平 面 、 円 筒 形 周 面 ま た は 球 形 シ ェ ル 内 の 構 造 部 分 に 関 し て 移 動 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 構 造 部 分 ま た は カ バ ー 要 素 の 少 な く と も １ つ の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 が 平 面 ま た は
円 筒 形 周 面 内 に 配 置 さ れ る の が 望 ま し い 。 本 発 明 に よ る と 、 そ の よ う な ス ラ イ ド 要 素 は 、
望 ま し く は 、 部 品 の 第 １ 生 成 ス テ ッ プ 中 に 行 わ れ る 位 置 決 め 運 動 の た め の 停 止 体 と し て 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 少 な く と も 平 面 ま た は 円 筒 形 周 面 に 対 し て 垂 直 な 運 動 に 関 し て 、 カ バ ー 要 素 を 構 造 部 分
に ロ ッ ク す る た め に 、 少 な く と も １ つ の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 が 少 な く と も １ つ の 第 ２ ス ラ イ
ド 要 素 と 協 働 す る の が 望 ま し い 。 結 果 と し て 、 カ バ ー 要 素 と 構 造 部 分 と の 間 で ロ ッ ク を 達
成 す る こ と が 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 平 面 ま た は 円 筒 形 周 面 内 の 運 動 に 関 し て 、 カ バ ー 要 素 を 構 造 部 品 に 関 し て ロ ッ
ク す る た め に 、 ス ナ ッ プ イ ン 連 結 部 が カ バ ー 要 素 と 構 造 部 分 と の 間 で 設 け ら れ る な ら ば 有
利 で あ る 。 結 果 と し て 、 追 加 の 方 向 で カ バ ー 要 素 に 対 し て 構 造 部 分 の 連 結 部 を ロ ッ ク で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 ス ナ ッ プ イ ン 連 結 部 は 可 逆 的 に 取 外 し で き る の が 望 ま し い 。 そ れ か ら 、 前 記 の
連 結 は 必 要 で あ れ ば 、 取 り 外 し が で き る 。 こ こ で は 、 結 果 と し て 、 連 結 部 の 偶 然 な 取 り 外
し に よ り ， エ ラ ー の 大 き い 可 能 性 が あ る こ と を 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 ス ナ ッ プ イ ン 連 結 部 は 不 可 逆 的 に 取 外 し で き る だ け で 有 利 で あ る 。 結 果 と し て
、 実 質 的 に 偶 然 に 連 結 部 を 開 放 で き な い こ と が 確 保 さ れ る 。 少 な く と も ス ナ ッ プ イ ン 連 結
部 の 一 部 分 を 破 壊 す る こ と に よ り 連 結 部 を 分 離 で き る だ け で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 カ バ ー 要 素 が フ レ ー ム 形 状 に 設 け ら れ 、 部 品 が ミ ラ ー 付 の サ ン バ イ ザ ー で あ れ ば 、 特 に
望 ま し く 、 カ バ ー 要 素 は 少 な く と も ミ ラ ー の 縁 領 域 を カ バ ー す る た め に 設 け ら れ る 。 こ の
場 合 、 美 的 カ バ ー 、 特 に 、 シ ー ル さ れ た 縁 付 き 移 行 領 域 を 作 る こ と が 容 易 に で き 、 お よ び
／ ま た は 、 特 に 、 ミ ラ ー の 周 囲 に カ バ ー を 作 る こ と が 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 主 題 は 、 特 に 、 本 発 明 に よ り 部 品 を 製 造 す る 方 法 で あ り 、 第 １ ス テ ッ プ で
、 少 な く と も １ つ の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 と 少 な く と も １ つ の 第 ２ ス ラ イ ド 要 素 と が 、 少 な く
と も 部 分 的 に 接 触 す る よ う に 、 カ バ ー 要 素 と 構 造 部 分 と が 配 置 さ れ 、 第 ２ ス テ ッ プ で 、 構
造 部 分 に 関 す る カ バ ー 要 素 の 連 結 運 動 が 、 カ バ ー 要 素 の 少 な く と も 一 方 の 主 延 長 方 向 に 対
し て 実 質 的 に 接 線 方 向 で 行 わ れ る 。 結 果 と し て 、 そ の よ う な 部 品 の 製 造 は 改 良 が で き 、 特
に 促 進 で き 、 費 用 を 減 少 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 図 面 で 示 さ れ る 実 施 例 を 参 照 し て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 部 品 ２ の 一 例 と し て 、 サ ン バ イ ザ ー ２ の 斜 視 図 が 図 １ で 示 さ れ る 。 サ ン バ
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イ ザ ー ２ は 、 図 １ で 参 照 番 号 を 付 さ れ て い な い ミ ラ ー 領 域 を 囲 み 、 お よ び ／ ま た は ミ ラ ー
領 域 の 内 の 縁 領 域 を 少 な く と も 部 分 的 に カ バ ー す る カ バ ー 要 素 １ を 有 す る 。 ミ ラ ー は 化 粧
用 ミ ラ ー 等 と し て 設 け て も よ く 、 特 に 、 照 明 装 置 を 備 え て も よ い が 、 照 明 装 置 は 必 須 で な
く て よ い 。 さ ら に 、 本 発 明 に よ る と 、 ミ ラ ー 領 域 お よ び ／ ま た は ミ ラ ー は 、 カ バ ー 要 素 に
加 え て 、 参 照 番 号 が 付 さ れ て い な い カ バ ー を 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 サ ン バ イ ザ ー ２ お よ び ／ ま た は 部 品 ２ の 構 造 を 明 白 に す る た め に 図 ２ に お い て 分 解 図 で
図 示 さ れ 、 特 に 、 装 飾 材 ５ と （ 少 な く と も ） １ つ の 成 形 体 ４ が 見 え る 。 本 発 明 に よ る 部 品
２ の 例 と し て 、 サ ン バ イ ザ ー ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 そ の 上 面 上 お よ び 下 面 上 で 装 飾 材 ５ と 成 形
体 ４ と か ら 成 る 。 こ の 例 で は 、 構 造 部 分 ３ は 成 形 体 ４ の 間 に 配 置 さ れ 、 成 形 体 上 に は 、 構
造 部 分 、 例 え ば 、 電 気 構 造 要 素 お よ び ／ ま た は 部 品 ２ お よ び ／ ま た は サ ン バ イ ザ ー ２ の 導
線 （ 図 ２ で は 参 照 番 号 で は 示 さ れ て い な い 。 ） が 配 列 さ れ る 。 サ ン バ イ ザ ー ２ の 上 面 と 下
面 の 存 在 は 、 サ ン バ イ ザ ー ２ が 一 般 的 に 両 側 に 可 視 面 を 有 す る か ら で あ り 、 す な わ ち 、 サ
ン バ イ ザ ー の 折 り 畳 ま れ た 位 置 に よ り 、 使 用 者 は 下 面 と 上 面 を 見 る こ と が で き る た め で あ
る 。 こ の 特 徴 は 、 本 発 明 に よ る と 、 車 両 、 特 に 自 動 車 の あ ら ゆ る 部 品 に 設 け る 必 要 は な い
。 例 え ば 、 ド ア を 化 粧 張 り す る た め に 設 け ら れ る 部 品 ２ ま た は 車 内 の 別 の 部 品 の た め に は
、 前 記 の 部 品 は 一 方 の 可 視 面 だ け を 有 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 そ の よ う な 部 品 ２ は
１ つ の 成 形 体 ４ と １ つ の 装 飾 材 ５ と だ け を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 サ ン バ イ ザ ー ２ の 上 面 だ け を 下 記 で 詳 細 に 説 明 す る 。 サ ン バ イ ザ ー ２ の 上 面 は 成 形 体 ４
と 装 飾 材 ５ を 備 え 、 装 飾 材 ５ （ 例 で は 、 成 形 体 ４ も ） は 開 口 を 有 す る 。 装 飾 材 ５ 内 の 開 口
は 参 照 番 号 ５ ３ で 示 さ れ 、 成 形 体 ４ 内 の 開 口 は 参 照 番 号 ４ ３ で 示 さ れ る 。 部 品 ２ の 例 と し
て の サ ン バ イ ザ ー ２ に は 特 に 、 片 側 に 設 け ら れ る ミ ラ ー の た め に 開 口 ４ ３ 、 ５ ３ が あ る 。
し か し な が ら 、 別 の 部 品 ２ で は 、 対 応 す る 開 口 ４ ３ は 他 の 目 的 の た め に 使 用 で き る で あ ろ
う 。 本 発 明 に よ る と 、 装 飾 材 ５ は 開 口 ５ ３ の 周 囲 で 縁 領 域 ５ １ を 有 し 、 縁 領 域 に お い て 装
飾 材 ５ は 最 後 に 成 形 体 ４ に 固 定 さ れ ね ば な ら な い （ そ れ で 、 例 え ば 、 装 飾 材 ５ に し わ が 生
じ な い 。 ） 。 例 え ば 、 こ れ は 、 装 飾 材 ５ を 曲 げ 戻 す こ と で 起 こ す か 、 追 加 の 固 着 要 素 ６ に
よ っ て 起 こ す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 全 て が 実 質 的 に 構 造 部 分 ３ の 内 部 で 一 体 化 さ れ 、 お よ び ／ ま た は 上 部 に 装 着 さ れ る 部 品
２ の 電 気 的 お よ び 機 械 的 な 機 能 を 確 保 す る 本 質 的 な 要 素 が 、 図 ３ の 分 解 図 で 図 示 さ れ る 。
例 え ば 、 ス ラ イ ド カ バ ー ８ 、 カ バ ー ス プ リ ン グ ９ 、 ミ ラ ー １ ０ 、 枢 動 装 置 １ １ 、 枢 動 ス プ
リ ン グ １ ２ 、 電 気 接 続 ユ ニ ッ ト は 、 構 造 部 分 ３ に 固 着 さ れ 、 電 気 接 続 ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば
、 ２ つ の コ ネ ク タ １ ３ と 、 ２ 本 の 導 線 １ ４ と 、 １ つ の ス イ ッ チ １ ５ と か ら 成 る 。 枢 動 装 置
１ １ と 枢 動 ス プ リ ン グ １ ２ は サ ン バ イ ザ ー ２ が 枢 動 可 能 に 配 置 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 カ バ ー 要 素 １ の 後 面 （ す な わ ち 、 カ バ ー 要 素 １ の 可 視 面 か ら 遠 方 に 向 く 面 ） は 、 カ バ ー
要 素 １ の 主 延 長 方 向 ２ ５ ０ と 、 主 延 長 方 向 ２ ５ ０ に 対 し て 実 質 的 に 接 線 的 に 設 け ら れ る 方
向 ２ ５ と の 表 示 と 共 に 図 ４ で 図 示 さ れ る 。 カ バ ー 要 素 １ は 複 数 の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 １ ６ 、
１ ７ 、 １ ８ を 有 し 、 例 え ば 、 そ の 内 の ４ つ は 、 そ れ ぞ れ 、 例 え ば 、 フ レ ー ム 形 状 に 構 成 さ
れ る カ バ ー 要 素 １ の 長 手 側 に 設 け ら れ 、 参 照 番 号 １ ６ に よ り 表 示 さ れ 、 例 え ば 、 ３ つ は 、
カ バ ー 要 素 １ の 狭 い 側 の 一 方 に 設 け ら れ 、 参 照 番 号 １ ７ で 表 示 さ れ 、 例 え ば 、 ２ つ は 、 カ
バ ー 要 素 １ の 狭 い 側 の 他 方 に 設 け ら れ 、 参 照 番 号 １ ８ で 表 示 さ れ る 。 第 １ ス ラ イ ド 要 素 １
６ 、 １ ７ 、 １ ８ は 、 以 下 の 説 明 で は カ バ ー 要 素 １ の 位 置 に 関 係 が な い と 考 え ら れ る 。 す な
わ ち 、 本 発 明 に よ る と 、 １ つ の 第 １ ス ラ イ ド 要 素 １ ６ だ け を 設 け る こ と が で き る 。 カ バ ー
要 素 １ は 第 １ ス ナ ッ プ イ ン 要 素 ２ ２ も 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 例 で は 、 カ バ ー 要 素 １ は 第 １ 主 延 長 方 向 ２ ５ ０ と 、 別 の 主 延 長 方 向 ２ ６ ０ と を 有 し
、 こ れ ら の 両 方 の 延 長 方 向 は 平 面 ２ ４ ０ を 形 成 す る 。 局 部 的 な 窪 み 部 お よ び ／ ま た は 突 出
部 は 別 と し て 、 平 面 ２ ４ ０ は 残 り の 部 品 ２ と の 接 合 面 を 形 成 し 、 前 記 表 面 は カ バ ー 要 素 １
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に よ り 少 な く と も 部 分 的 に カ バ ー さ れ る よ う に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 部 品 ２ の 構 造 部 分 ３ の 前 方 面 （ す な わ ち 、 カ バ ー 要 素 に よ り 少 な く と も 部
分 的 に カ バ ー さ れ る 予 定 で あ る 面 ） は 図 ５ で 示 さ れ る 。 構 造 部 分 ３ は 第 １ ス ナ ッ プ イ ン 要
素 ２ ２ と 協 働 す る 第 ２ ス ナ ッ プ イ ン 要 素 ２ ３ を 有 す る 。 さ ら に 、 構 造 部 分 ３ は カ バ ー 部 分
１ に 適 合 さ れ る 受 入 部 を 有 し 、 例 え ば 、 カ バ ー 要 素 １ の た め の フ レ ー ム 形 状 受 入 部 (カ バ
ー 要 素 は 、 例 え ば 、 フ レ ー ム 形 状 で も あ る )を 有 す る 。 構 造 部 分 ３ は 、 ま た 、 複 数 の 第 ２
ス ラ イ ド 要 素 １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ を 有 し 、 そ の 内 の ４ つ は 、 例 え ば 、 そ れ ぞ れ 、 フ レ ー ム 形
状 受 入 部 の 長 手 側 に 設 け ら れ 、 参 照 番 号 １ ９ で 示 さ れ 、 ３ つ は 、 例 え ば 、 フ レ ー ム 形 状 受
入 部 の 狭 い 側 の 一 方 に 設 け ら れ 、 参 照 番 号 ２ ０ で 示 さ れ 、 ２ つ は 、 例 え ば 、 フ レ ー ム 形 状
受 入 部 の 狭 い 側 の 他 方 に 設 け ら れ 、 参 照 番 号 ２ １ で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 構 造 部 分 ３ と カ バ ー 要 素 １ お よ び ／ ま た は 連 結 を 行 う ス ラ イ ド 要 素 と の 間 の 連 結 運 動 は
、 図 ６ ａ と 図 ６ ｂ に お い て 拡 大 図 で 示 さ れ 、 参 照 番 号 １ ６ は 、 例 え ば 、 第 １ ス ラ イ ド 要 素
の た め に 使 用 さ れ 、 参 照 番 号 １ ９ は 、 例 え ば 、 第 ２ ス ラ イ ド 要 素 の た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス ラ イ ド 運 動 ２ ６ を 行 う 前 の 状 態 は 図 ６ ａ で 示 さ れ る 。 第 １ ス ラ イ ド 要 素 １ ６ は 、 ま だ
、 第 ２ ス ラ イ ド 要 素 １ ９ に 係 合 さ れ ず 、 カ バ ー 要 素 １ は 、 平 面 ２ ４ ０ と 垂 直 な 方 向 （ 図 面
で は 参 照 番 号 に よ り 別 々 に 示 さ れ な い 。 ） で 、 構 造 部 分 ３ に 関 し て 、 ま だ 、 ロ ッ ク さ れ て
い な い 。 本 発 明 に よ る と 、 ス ラ イ ド 要 素 １ ６ 、 １ ９ は 、 こ の 状 態 で は ス ラ イ ド 表 面 １ ０ ０
と 接 触 し 、 そ れ で 、 平 面 と 垂 直 な 方 向 で 停 止 体 が 形 成 さ れ る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 カ バ ー 要 素 １ の 一 方 の 主 延 長 方 向 ２ ５ ０ に 対 し て 接 線 的 で あ る 方 向 ２ ５ で 行 わ れ る 連 結
運 動 ２ ６ に よ り 、 図 ６ ｂ で 示 さ れ る 状 態 に 到 達 し 、 カ バ ー 要 素 １ は 平 面 ２ ４ ０ と 垂 直 な 運
動 に 関 し て ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 主 延 長 方 向 ２ ５ ０ に 対 し て 接 線 的 で あ る 方 向 ２ ５ で あ る 運 動 に 関 し て 、 カ バ ー 要 素 １ を
ロ ッ ク す る た め に 、 第 ２ ス ナ ッ プ イ ン 要 素 ２ ３ と の 第 １ ス ナ ッ プ イ ン 要 素 ２ ２ の ス ナ ッ プ
イ ン 連 結 部 が 図 ７ に お い て 拡 大 図 で 示 さ れ る 。 カ バ ー 要 素 １ 、 構 造 部 分 ３ 、 第 １ ス ナ ッ プ
イ ン 要 素 ２ ２ 、 第 ２ ス ナ ッ プ イ ン 要 素 ２ ３ に 加 え て 、 成 形 体 ４ （ そ れ ぞ れ 、 上 面 用 と 下 面
用 ） 、 装 飾 材 ５ （ そ れ ぞ れ 、 上 面 用 と 下 面 用 ） 、 ミ ラ ー １ ０ 、 ス ラ イ ド カ バ ー ８ お よ び 固
着 要 素 ６ も 示 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 部 品 の 例 と し て の サ ン バ イ ザ ー の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 サ ン バ イ ザ ー お よ び ／ ま た は 部 品 の 構 造 の 分 解 図 を 示 し 、 特 に 、 カ バ ー 要 素 は 見
え る 。
【 図 ３ 】 部 品 の 電 気 的 機 能 お よ び 機 械 的 機 能 を 確 保 す る 本 質 的 要 素 の 分 解 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 カ バ ー 要 素 の 主 延 長 方 向 と 実 質 的 に 接 線 方 向 の 表 示 と 共 に カ バ ー 要 素 の 後 面 を 示
す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 部 品 の 構 造 部 分 の 前 面 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ６ ａ お よ び 図 ６ ｂ は 連 結 を 行 う 運 動 お よ び ／ ま た は 連 結 を 行 う 要 素 の 拡 大 図 を
示 す 。
【 図 ７ 】 連 結 運 動 の 方 向 で の 運 動 に 関 し て カ バ ー 要 素 を ロ ッ ク す る ス ナ ッ プ イ ン 連 結 部 の
拡 大 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ 　 カ バ ー 要 素 　 ２ 　 部 品 お よ び ／ ま た は サ ン バ イ ザ ー 　 ３ 　 構 造 部 分 　 ４ 　 成 形 体
５ 　 装 飾 材 　 ６ 　 固 着 要 素 　 ８ 　 ス ラ イ ド カ バ ー 　 ９ 　 カ バ ー ス プ リ ン グ 　 １ ０ 　 ミ ラ ー
１ １ 　 枢 動 装 置 　 １ ２ 　 枢 動 ス プ リ ン グ 　 １ ３ 　 コ ネ ク タ 　 １ ４ 　 導 線 　 １ ５ 　 ス イ ッ チ
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１ ６ 、 １ ７ 、 １ ８ 　 第 １ ス ラ イ ド 要 素 　 １ ９ 、 ２ ０ 、 ２ １ 　 第 ２ ス ラ イ ド 要 素
２ ２ 　 第 １ ス ナ ッ プ イ ン 要 素 　 ２ ３ 　 第 ２ ス ナ ッ プ イ ン 要 素 　 ２ ５ 　 接 線 方 向 　
２ ６ 　 連 結 運 動 　 ４ １ 　 縁 　 ４ ３ 　 成 形 体 内 の 開 口 　 ５ １ 　 縁 領 域
５ ３ 　 装 飾 材 内 の 開 口 　 １ ０ ０ 　 ス ラ イ ド 表 面 　 ２ ４ ０ 　 平 面 　 ２ ５ ０ 　 主 延 長 方 向 　
２ ６ ０ 　 別 の 主 延 長 方 向

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ ａ 】
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【 図 ６ ｂ 】 【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2007-522012 A 2007.8.9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2007-522012 A 2007.8.9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2007-522012 A 2007.8.9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2007-522012 A 2007.8.9



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,
CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,
CU,CZ,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,L
V,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA
,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  ジュン、　ステファーヌ
            フランス国　エフ－５７４１５　アンシェンベルクルー　ドゥ　シャトー　ド’オー　１６７
(72)発明者  デルス、　クリスティアン
            フランス国　エフ－５７６４５　レトンフェイ　プラース　デュ　ゲ　１７
(72)発明者  ストリシェール、　ガブリエル
            フランス国　エフ－５７６６０　レイニング　ルードゥ　ラ　フォンテーヌ　２５
(72)発明者  ウェルター、　パトリック
            フランス国　エフ－５７７３０　ラシャンブル　ルー　プリンシパル　１２
(72)発明者  セルヴィニ、　フレデリック
            フランス国　エフ－５７５５０　ファルク　ルー　ドゥ　ラ　ロシェ　ポセイ　２８

(14) JP 2007-522012 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

